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意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

　

意
見
書
は
、
国
会
や
内
閣
総

理
大
臣
、
関
係
す
る
各
大
臣
に

提
出
し
ま
し
た
。

新清掃工場の

灰溶融設備

安全性や経済性は安全性や経済性は

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
で

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

市南西部にも

救急車救急車の配置を救急車

【
問
】
市
は
、
簡
単
な
食
事
で

昼
食
を
す
ま
し
て
い
る
生
徒
に
、

業
者
の
作
っ
た
弁
当
を
校
内
で

販
売
す
る
「
中
学
校
昼
食
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
を
計
画
し
て
い
る

が
、
小
学
校
給
食
と
の
基
本
的

な
違
い
、
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
小
学
校
で
は
、
全
校
自

校
調
理
方
式
で
完
全
給
食
を
実

施
し
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
家
庭
の
手
作

り
弁
当
を
通
じ
て
親
と
子
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、

個
々
の
食
事
量
や
嗜

好
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
弁
当
昼
食
を
奨

励
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
弁
当
持
参
方

式
は
継
続
し
な
が
ら
、

栄
養
補
完
や
家
庭
の

子
育
て
支
援
に
も
寄

与
で
き
る
も
の
と
考

え
、
こ
の
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。

【
問
】
事
業
実
施
に

向
け
た
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

【
答
】
今
年
度
内
に
予
算
を
含

め
た
実
施
計
画
を
作
成
し
、
来

年
度
に
は
実
施
校
の
生
徒
・
保

護
者
へ
の
説
明
、
市
民
へ
の
広

報
、
業
者
の
公
募
・
選
定
、
配

膳
室
の
改
修
を
行
い
、
９
月
に

は
１
校
で
の
試
行
を
考
え
て
い

る
。

【
問
】
１
食
当
た
り
４
０
０
円

程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

算
出
根
拠
は
。

【
答
】
利
用
者
負
担
の
考
え
か

ら
、
小
学
校
給
食
で
の
食
材
料

費
や
民
間
へ
の
調
理
業
務
委
託

料
の
実
績
、
光
熱
水
費
な
ど
の

所
要
経
費
を
参
考
に
、
適
切
な

価
格
で
の
提
供
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
安

全
に
も
配
慮
し
た
内
容
と
し
、

量
の
多
少
に
よ
る
価
格
の
幅
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
文
部
科
学
省
は
、
子
ど

も
の
望
ま
し
い
基
本
的
生
活
習

慣
を
確
立
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を

向
上
さ
せ
る
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
国
民
運
動
の
全
国
展

開
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
朝
食

の
実
態
は
ど
う
か
。

【
答
】
平
成
14
年
度
、
小
・
中

学
生
合
わ
せ
て
約
７
０
０
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
る

人
が
79
・
４
％
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

【
問
】
市
と
し
て
こ
の
運
動
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
展
開
の
方

策
は
。

【
答
】
本
市
で
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
規
則
正
し
く
朝
食
を
と

り
、
野
菜
や
果
物
を
多
く
摂
取

す
る
な
ど
の
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

大
阪
府
の

食
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
野

菜
バ
リ
バ

リ
朝
食
モ

リ
モ
リ
」

に
取
り
組

ん
で
お
り
、

こ
の
運
動

の
趣
旨
と

も
重
な
る

も
の
と
認

識
し
て
い

る
。

　

学
校
だ
よ
り
や
保
健
だ
よ
り

な
ど
で
家
庭
へ
の
啓
発
を
は
じ

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
家
庭
で

の
取
り
組
み
を
地
域
や
学
校
が

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。

【
問
】
救
急
車
は
、
本
署
、
春

木
分
署
、
八
木
出
張
所
、
山
直

分
署
の
４
カ
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
土
生
・
葛
城
・
桜
台

中
学
校
区
で
は
救
急
車
の
配
置

が
１
台
も
な
い
。

 

緊
急
時
に
は
、
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

の
踏
切
で
の
渋
滞
、
大
阪
和
泉

泉
南
線
な
ど
が
混
雑
し
て
い
る

状
況
で
、
現
場
到
着
、
病
院
へ

の
搬
送
も
か
な
り
の
時
間
が
か

か
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
も
救

急
車
の
配
置
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
増
え
続
け
る
救
急
需
要

に
応
え
る
た
め
、
昨
年
10
月
新

た
に
八
木
出
張
所
に
１
隊
配
備

し
、
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

本
来
な
ら
市
域
の
南
西
部
に

も
活
動
拠
点
を
置
く
べ
き
と
考

え
る
。
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
現
行
施
設
を
活
用

し
て
い
か
に
救
命
率
の
向
上
を

図
る
か
、
最
大
の
効
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
慮
し
、

ま
た
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
消
防
本
部
庁
舎
の
移
転
等
問

題
も
加
味
し
た
結
果
、
八
木
出

張
所
に
増
強
救
急
隊
を
暫
定
的

に
配
備
し
た
。

　

ま
た
、
救
急

車
が
出
動
中
に

重
篤
な
状
態
の

患
者
か
ら
の
要

請
が
あ
れ
ば
、

自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
積
載
し

た
消
防
車
両
を

ま
ず
出
動
さ
せ
、

救
命
措
置
を
行

い
、
救
急
隊
に

引
き
継
ぐ
連
携

活
動
を
現
在
行

っ
て
い
る
。

【
問
】
新
清
掃
工
場
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
や
焼
却
灰
の
減

容
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
灰
溶

融
炉
を
設
置
し
建
設
さ
れ
た
。

　

し
か
し
「
灰
溶
融
設
備
」
に

は
①
高
い
維
持
補
修
費
②
爆
発

事
故
の
可
能
性
③
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
一
部
残
る
な
ど
多
く
の
問

題
が
あ
る
。
市
は
ど
う
把
握
し
、

認
識
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】
新
工
場
を
建
設
・
運
営

す
る
岸
和
田
市
貝
塚
市

清
掃
施
設
組
合
か
ら
の

報
告
で
は
、
計
画
時
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

踏
ま
え
設
計
や
施
工
を

行
っ
た
。
ま
た
、
焼
却

炉
や
溶
融
炉
の
試
験
運

転
を
行
い
、
溶
融
炉
か

ら
出
る
ス
ラ
グ
、
メ
タ

ル
、
溶
融
飛
灰
は
最
終

処
分
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
、
重
金
属
な
ど
の
受

け
入
れ
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

事
故
は
許
さ
れ
ず
、
試
運
転

時
で
の
性
能
検
査
の
徹
底
と
点

検
、
整
備
、
操
作
習
得
に
あ
た

る
よ
う
組
合
に
要
請
す
る
。

【
問
】
灰
溶
融
設
備
に
ど
の
程

度
の
維
持
費
が
か
か
る
の
か
。

【
答
】
19
年
度
か
ら
の
４
年
間

で
約
16
億
円
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
維
持
費
だ
け
で
、
本
市

１
世
帯
４
人
家
族
が
年
５
２
０

０
円
を
負
担
す
る
計
算
と
な
る
。

　

灰
溶
融
炉
の
運
転
を
見
合
わ

せ
る
こ
と
も
前
提
と
し
た
本
市

の
調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

【
答
】
組
合
で
他
都
市
の
実
績

･

状
況
も
調
査
検
討
し
て
も
ら

い
、
こ
れ
を
受
け
、
貝
塚
市
や

組
合
と
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

調
査
研
究
を
行
う
か
も
含
め
協

議
し
て
い
く
。

食
の
安
全
・
安
心
確
保
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

国
民
の
「
食
」
や
「
農
」
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
世
論
調
査
で
も
「
地
場
産
を
は
じ
め
安
全
な
国
産
物
を

食
べ
た
い
」
「
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
は
非
常
に
不
安
」
な

ど
の
声
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
国
民

の
食
の
安
全
・
安
心
や
食
料
の
安
定
供
給
、
農
畜
水
産
業
の
将

来
に
対
す
る
不
安
が
増
大
し
、
そ
の
解
消
に
む
け
て
の
対
策
や

情
報
開
示
・
説
明
が
充
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
大
き
な
理

由
が
あ
る
。

　

今
こ
そ
、
食
料
の
輸
入
依
存
体
質
を
改
め
、
国
の
責
任
と
し

て
食
料
自
給
率
の
向
上
を
政
策
に
位
置
づ
け
て
、
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
安
全
・
安
心
を
大
事
に
し
た
国
内
生
産
の
拡
大
を
す

す
め
る
政
策
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
あ
り
、
次
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

○
国
内
生
産
を
増
や
し
、
国
の
責
任
で
食
料
自
給
率
を
抜
本
的

　

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

○
牛
肉
の
安
全
確
保
の
た
め
、
全
頭
検
査
は
継
続
し
、
日
本
と

　

同
等
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
安
全
対
策
が
と
ら
れ
る
ま
で
は
米
国
産
牛
肉

　

の
輸
入
は
停
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
加
工
・
調
理
品
を
含
め

　

て
牛
肉
の
原
産
国
表
示
を
全
面
的
に
義
務
化
す
る
こ
と
。

○
食
品
衛
生
監
視
員
を
大
幅
に
増
員
す
る
な
ど
、
輸
入
食
品
の

　

安
全
検
査
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

○
学
校
や
保
育
所
、
病
院
な
ど
公
的
な
給
食
へ
の
地
場
産
食
材

　

の
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
、
補
助
制
度
を
充
実
す
る
こ
と
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
利
用
者
負
担
の

　
　

軽
減
措
置
の
拡
充
等
に
関
す
る
意
見
書
（
要
旨
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
介
護
給
付
や
障
害
に
か

か
る
公
費
負
担
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
自
立
支
援
給
付
に
対
し

て
、
原
則
１
割
の
定
率
負
担
と
食
費
な
ど
に
つ
い
て
の
実
費
負

担
が
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
障
害
者
（
児
）
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
障
害
者
（
児
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
が
趣
旨

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
月
額
負
担
上
限
額
の
設
定
や
各
種
の
軽
減
措
置
が

採
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
利
用
者
負
担
は
従
前
か
ら
す
る
と

大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
本
市
で
も
多
く
の
障
害
者
（
児
）
と

そ
の
家
族
が
経
済
的
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　

障
害
者
（
児
）
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
法
施
行
後
の
実
態
を
十
分
に
把
握
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

を
抑
制
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
さ
ら
な

る
利
用
者
負
担
軽
減
策
な
ど
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

どのように進めるどのように進める

中学校昼食

サポート事業
中学校昼食

サポート事業

焼却灰を高温で溶かし、減容化

（灰溶融炉）（灰溶融炉）

みんなそろって、楽しいお弁当

早起きで、朝食モリモリ

救急需用は増加の一途救急需用は増加の一途 １日平均２８回の出動１日平均２８回の出動


